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建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
3

月
14
日
の
東
京
高
裁
判
決
か
ら

5
カ
月
余
が
経
ち
ま
し
た
。
大

阪
高
裁
で
の
連
弾
判
決
（
京
都

ル
ー
ト
、
大
阪
ル
ー
ト
）
が
あ

り
、
ヤ
マ
場
を
迎
え
ま
す
。
8

月
31
日
に
は
京
都
ル
ー
ト
で
の

判
決
が
あ
り
、
首
都
圏
の
仲
間

は
8
月
末
だ
と
い
う
の
に
依
然

と
し
て
猛
暑
の
続
く
中
、
厚
生

労
働
省
前
で
集
会
を
開
き
ま
し

た
。冒

頭
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
統
一
本
部（
以
下
、
統
一
本
部
）

の
横
澤
幹
事
は
「
本
日
の
大
阪
判

決
で
、
国
は
必
ず
9
度
目
の
鉄
槌

を
下
さ
れ
る
は
ず
だ
。
和
解
の
テ

ー
ブ
ル
に
着
く
べ
き
。
私
た
ち
は

す
べ
て
の
人
々
と
手
を
つ
な
い
で

勝
利
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と

訴
え
。
京
都
か
ら
駆
け
つ
け
た
仲

間
、
首
都
圏
の
原
告
、
弁
護
団
な

ど
の
発
言
が
続
き
、
判
決
の
連
絡

を
今
か
今
か
と
待
ち
ま
し
た
。

午
後
2
時
50
分
頃
、
宣
伝
カ
ー

の
上
で
旗
出
し
。「
大
阪
高
裁

全

面
勝
訴
」
「
国
の
責
任
9
た
び
断

罪
」
「
建
材
メ
ー
カ
ー
を
厳
し
く

断
罪
」の
旗
が
見
事
に
並
び
ま
す
。

司
会
の
統
一
本
部
の
野
本
事
務
局

次
長
が
勝
利
を
連
呼
す
る
と
、
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
判
決
を
待
っ
て

い
た
す
べ
て
の
集
会
参
加
者
の
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

判
決
内
容
の
概
略
は
、
①
国
の

賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、

②
一
人
親
方
を
救
済
の
対
象
と
し

た
こ
と
で
被
害
者
25
人
が
全
員
救

済
さ
れ
た
こ
と
、
③
新
た
に
ク
ボ

タ
が
加
わ
り
、
被
告
建
材
メ
ー
カ

ー
10
社
の
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
す
。

窪
田
統
一
本
部
副
本
部
長
が

「
す
ば
ら
し
い
勝
利
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
皆
さ
ん
と
喜
び
合
い

た
い
。
早
期
解
決
を
め
ざ
し
が
ん

ば
ろ
う
」
と
ま
と
め
を
行
な
い
、

参
加
者
は
衆
議
院
議
員
会
館
で
の

報
告
集
会
に
向
か
い
ま
し
た
。

大阪から判決結果の連絡が入り厚労省前でも
「勝利」の旗出し

8
月
31

日
午
後
4

時
半
か

ら
、
7
月

13
日
以
来
、
通
算
8
度
目
と
な
る

丸
の
内
3
―
2
計
画
現
場
（
元
請

・
大
成
建
設
）
前
で
の
労
働
環
境

の
改
善
を
求
め
る
宣
伝
行
動
を
行

な
い
、
首
都
圏
の
組
合
の
仲
間
約

60
人
（
東
京
土
建
は
30
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
退
場
す
る
労
働
者

に
、
飲
み
物
な
ど
を
渡
し
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
な
が
ら
現
場
の
状

況
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

「
7
月
中
旬
に
比
べ
る
と
休
憩

所
に
エ
ア
コ
ン
が
入
っ
た
り
、
す

し
詰
め
状
態
の
朝
礼
・
夕
礼
が
緩

和
さ
れ
た
り
、
大
成
社
員
の
パ
ワ

ハ
ラ
も
お
さ
ま
っ
た
り
と
、
か
な

り
良
く
な
っ
た
。
こ
う
や
っ
て
皆

さ
ん
が
宣
伝
し
て
く
れ
た
お
か

げ
」
と
感
謝
を
表
す
労
働
者
。
ま

た
「
『
最
悪
の
現
場
』
だ
と
噂
を

聞
い
て
入
っ
て
み
た
ら
、
大
し
た

こ
と
な
か
っ
た
」
と
話
す
労
働
者

に
入
場
時
期
を
尋
ね
る
と
8
月
以

降
と
答
え
が
あ
り
、
こ
の
発
言
か

ら
も
労
働
環
境
の
改
善
が
一
定
進

ん
だ
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

丸
の
内
3
―
2
計
画
現
場
の
竣

工
は
10
月
末
。
工
期
が
切
迫
す
る

中
で
、
再
び
環
境
の
悪
化
も
危
惧

さ
れ
ま
す
。首
都
圏
の
組
合
で
は
、

開
設
し
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
活

か
し
な
が
ら
、
労
働
者
の
健
康
と

安
全
を
最
優
先
す
る
よ
う
に
大
成

建
設
な
ど
に
対
し
て
求
め
て
い
き

ま
す
。

9
月
7
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
・
東
京
2
陣
第
24
回

の
弁
論
期
日
が
東
京
地
裁
1
0
3

号
法
廷
で
開
廷
し
、
訴
訟
の
統
一

本
部
に
結
集
す
る
原
告
、弁
護
団
、

支
援
組
合
の
仲
間
が
地
裁
前
で
昼

休
み
集
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
法
廷
で
は
、
3
人
の

裁
判
官
が
交
代
す
る
中
で
、
3
人

の
遺
族
原
告
が
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

の
状
況
を
あ
ら
た
め
て
裁
判
官
に

伝
え
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

集
会
で
は
統
一
本
部
幹
事
の
若

菜
幹
事
が
主
催
者
を
代
表
し
て
発

言
。
2
陣
原
告
共
同
代
表
の
吉
田

さ
ん
（
村
山
大
和
）
は
、
電
車
の

中
で
せ
き
込
ん
で
い
る
と
親
切
な

日
本
人
女
性
が
外
国
人
に
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
こ
と
を
通
訳
し
説
明

し
て
く
れ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
た
た
か
う
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
高

裁
で
勝
利
判
決
を
受
け
た
京
都
訴

訟
団
の
弁
護
士
と
遺
族
原
告
が
勝

利
の
意
義
と
喜
び
を
あ
ら
た
め
て

話
す
こ
と
で
首
都
圏
の
仲
間
を
励

ま
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
国
会

議
員
会
館
に
移
動
し
報
告
集
会
と

要
請
行
動
を
実
行
し
ま
し
た
。

聞き取りする渡辺副委員長（中）

【
本
部
・
村
松
加
代
子
記
】
第

68
回
大
手
建
設
住
宅
企
業
交
渉

が
、
10
月
25
日
、
26
日
を
中
心
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
交
渉
で
成
果
を

勝
ち
取
る
最
大
の
力
は
、
仲
間
か

ら
の
情
報
で
す
（
現
場
の
実
態
と

改
善
要
求
）
。
前
回
、
大
成
建
設

と
の
交
渉
で
は
、
現
場
宣
伝
・
現

場
賃
金
調
査
と
仲
間
か
ら
集
め
た

情
報
で
、
①
新
国
立
競
技
場
現
場

で
の
賃
金
調
査
を
実
施
・
年
収
も

公
表
さ
せ
た
、
②
現
場
で
見
聞
き

し
た
こ
と
の
口
外
を
禁
じ
る
「
作

業
所
規
約
」
の
是
正
、
と
大
成
建

設
の
姿
勢
を
変
え
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
間
組
合
は
、
丸
の
内
3
―

2
計
画
現
場
で
現
場
前
宣
伝
を
重

ね
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
て
き

ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
仲
間
の「
休

憩
所
に
ク
ー
ラ
ー
が
無
く
、
暑
く

て
死
に
そ
う
だ
」
と
い
う
叫
び
を

う
け
、
仲
間
の
訴
え
に
依
っ
て
立

ち
、
元
請
大
成
建
設
に
改
善
を
強

く
求
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、一
定

の
労
働
環
境
改
善
を
獲
得
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
仲
間
か
ら
の
具
体
的

な
情
報
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

大
手
建
設
住
宅
企
業
現
場
の
従

事
者
の
み
な
さ
ん
、
仲
間
の
声
が

現
場
を
変
え
る
―
こ
の
事
に
確
信

を
も
ち
、
支
部
従
事
者
会
議
に
参

加
し
、現
場
の
状
況
を
出
し
合
い
、

企
業
交
渉
で
現
場
改
善
を
勝
ち
取

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

100号を掲げる主婦の会の皆さん

2
0
1
8
年
9
月
1
日
号
で
、

主
婦
の
会
の
本
部
機
関
紙
『
主
婦

の
会
』
は
1
0
0
号
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
印
刷

の
1
0
0
号
は
9
月
3
日
に
行
な

わ
れ
た
主
婦
の
会
活
動
者
会
議
で

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
教
宣
部
員
の
杉
本
さ
ん

は
、
今
後
の
新
聞
づ
く
り
に
つ
い

て
「
校
正
作
業
の
度
に
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
直
せ
る
の
が
教
宣
部
の
醍

醐
味
。
チ
ェ
ッ
ク
ミ
ス
を
無
く
し

て
、
新
し
い
企
画
に
も
挑
戦
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

【
町
田
・

給
排
水
・
清

水
健
通
信

員
】
8
月
5

日
、
忠
生
農

協
会
館
に

て
、
忠
生
分

会
創
立
50
周

年
記
念
式

典
、
な
ら
び

に
祝
賀
会
が

行
な
わ
れ
ま

し
た
。昭和

42

年
、
渋
谷
支

部
・
町
田
分
会
か
ら
独
立
し
、
町

田
支
部
が
結
成
。
そ
の
翌
年
、
昭

和
43
年
忠
生
分
会
が
発
足
。
さ
ら

に
そ
の
翌
年
、
東
京
土
建
本
部
の

当
時
の
方
針
に
よ
り
、
忠
生
分
会

は
二
つ
に
分
か
れ
、
忠
生
第
一
分

会
と
名
称
を
変
更
。
ま
た
、
分
か

れ
た
も
う
一
方
の
忠
生
第
二
分
会

と
は
兄
弟
分
会
と
し
て
、
以
降
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
町
田
支
部

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
、
町
田
支
部
分
会
再

編
の
際
、
名
称
を
再
び
忠
生
分
会

に
戻
し
今
日
に
至
り
ま
す
。
こ
の

時
の
再
編
で
い
く
つ
か
の
分
会
は

合
併
、
統
合
し
ま
し
た
が
、
忠
生

分
会
は
名
称
変
更
の
み
で
し
た
。

式
典
で
は
分
会
の
発
展
に
尽

力
、
貢
献
し
た
仲
間
に
対
し
、
分

会
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し

た
。
表
彰
式
で
は
、
渋
谷
支
部
・

町
田
分
会
当
時
か
ら
在
籍
し
、
分

会
の
発
展
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

尽
力
し
た
、
坂
井
進
元
分
会
長
が

代
表
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
祝
賀
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
に
都

立
町
田
工
業
高
校
フ
ラ
ダ
ン
ス

部
、
歌
手
の
渡
辺
は
る
代
さ
ん
、

夢
二
チ
ャ
コ
さ
ん
を
招
き
、
素
晴

ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、

大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
祝
賀

会
の
オ
オ
ト
リ

は
、
も
は
や
忠

生
分
会
で
は
定

番
と
な
っ
た
、

天
野
社
会
保
障

対
策
部
長
と
前

田
労
働
対
策
部

長
に
よ
る
「
あ

ず
さ
2
号
」
。

ひ
と
際
盛
り
上

が
り
、
祝
賀
会

は
幕
と
な
り
ま

し
た
。

熱唱する前田さん（左）と天野さん

求

人

『主婦の会』が１００号

建設
アスベスト

和
解
の
席
に
着
け

「新企画にも挑戦したい」

判
決
日
に
厚
労
省
前
集
会

遺
族
３
人
が
陳
述

東
京
地
裁
で
２
陣
２４
期
日

町田・忠生が５０周年
歌と踊りで盛大に祝賀会

「丸の内、良くなったヨ」
８度の宣伝等で一部改善

声
が
現
場
を
変
え
る

従
事
者
会
議
を
力
に
交
渉
へ


